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シ
リ
ー
ズ
山
梨
の
駅

第
二
回　

甲
斐
小
泉
駅

の
森
の
下
の
方
か
ら
、長
い
警
笛
の
音
と
共
に
単
線
の
線
路
に
列
車
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。甲
斐
小
泉
駅
の
上
り
ホ
ー
ム（
小
淵
沢
方
面
行
き
）

か
ら
、下
り
ホ
ー
ム（
小
諸
方
面
行
き
）に
渡
る
た
め
に
は
一
旦
線
路
ま
で
降
り

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
位
置
か
ら
見
た
小
淵
沢
方
面
に
続
く
線
路
は
、森
の

間
に
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
な
が
ら
下
の
方
に
消
え
て
い
く
と
い
う
、ち
ょ
っ
と
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
光
景
で
す（
上
の
大
き
な
写
真
）。標
高
１
０
４
４
m
。甲
斐
小
泉

駅
は
Ｊ
Ｒ
の
中
で
六
番
目
に
高
い
所
に
あ
る
駅
。ち
な
み
に
最
も
高
い
の
は
野

辺
山
駅（
１
３
４
５
・
６
７
m
）。山
梨
の
小
淵
沢
か
ら
長
野
の
小
諸
ま
で
を
結
ぶ

７
８
・
９
㎞
の
小
海
線
は
、Ｊ
Ｒ
の
駅
標
高
ト
ッ
プ
９
ま
で
を
有
す
る
高
原
鉄
道

で
す
。

　

甲
斐
小
泉
駅
が
あ
る
長
坂
町
は
、武
田
の
時
代
約
４
０
０
年
間
、信
玄
の
信
濃

制
圧
の
要
衝
の
地
で
し
た
。そ
れ
は
現
在
の
甲
斐
小
泉
駅
を
中
心
に
広
が
る
雄

大
な
三
里
ヶ
原
に
あ
る
古
戦
場
跡
、上
・
中
・
下
の
棒
道
、大
井
ヶ
森
関
所
跡
・
小
荒

間
番
所
跡
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。現
在
の
駅
周
辺
は
、商
店
な
ど
は

な
く
白
樺
の
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

小
淵
沢
を
出
て
小
海
線
に
入
り
ま
も
な
く
す
る
と
右
急
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か

り
ま
す
。こ
の
カ
ー
ブ
は
鉄
道
の
限
界
に
近
い
半
径
２
０
０
m
。当
初
、甲
斐
小

泉
駅
と
中
央
線
の
富
士
見
駅
を
結
ぶ
計
画
だ
っ
た
線
路
は
、富
士
見
ま
で
の
起

伏
の
激
し
い
地
形
と
、地
元
山
梨
の
強
力
な
誘
致
運
動
の
た
め
急
き
ょ
小
淵
沢

駅
に
曲
げ
ら
れ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
る
と
、車
窓
左
側
に
は
列
車
の
進
行
と
共
に
微
妙
に

姿
を
変
え
る
八
ヶ
岳
、右
側
に
は
甲
府
盆
地
の
向
こ
う
側
に
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ぶ

富
士
山
を
望
み
、小
さ
な
無
人
駅「
甲
斐
小
泉
」に
至
り
ま
す
。リ
ゾ
ー
ト
地
八
ヶ

岳
高
原
の
入
り
口
甲
斐
小
泉
駅
は
、自
由
に
出
入
り
で
き
る
、高
原
鉄
道
ら
し
さ

が
最
も
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
、な
ん
と
な
く
懐
か
し
い
駅
で
す
。

緑

自然林に囲まれて、静かにたたずむ無人駅

高原鉄道らしさを残す駅
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【表紙の写真】

　厄除地蔵尊で有名な、甲府市湯村の塩澤寺にある石仏。境内裏

の墓地内にあり、自然石の上に頭だけを乗せた石仏はとてもユ

ニークな顔をして鎮座している。古くから「たんきりまっちゃん」

と呼ばれて親しまれているが、残念ながら名前の由来は定かで

はない。江戸時代のころからここに置かれていたということで

ある。
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